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第９回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

 

会  期 令和２年１１月２５日（水）１日間 
場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室 
日  程 

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 教育長閉議および閉会宣言 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
教育長報告事項（再掲） 

１ 議会報告（教育部） 
２ 令和２年度教育費補正予算について（教育部） 
３ 青梅市学校施設個別計画（案）に関するパブリック・コメントの実施結果について（教育

総務課） 
４ 第１７回おうめ子ども俳句コンテスト実施報告について（社会教育課） 
５ 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０２１～実施要領について（社会教育課） 
６ 青梅市吉川英治記念館ガバメントクラウドファンディング実施結果等について（文化課） 
７ 諸報告 
（１）委員会等会議録 
  ア 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課） 

イ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課） 
（２）事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 
（３）事業等の実施結果について 

ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課） 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
  協議事項（再掲） 
１ 令和３年度教育費予算の編成について（案）（教育部） 
２ 学校訪問の訪問校グループ変更について（教育総務課） 
３ 青梅市外国籍児童・生徒日本語指導員配置要綱の制定について（指導室） 
４ 令和２年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰について（教育指導担当） 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
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出 席 委 員   教 育 長    岡 田 芳 典 
教 育 委 員 会 委 員  大 野 容 義 
教 育 委 員 会 委 員  稲 葉 恭 子 
教 育 委 員 会 委 員  榎 本 淳一郎 
教 育 委 員 会 委 員  百 合 陽 子 

 
 

出席説明員   教 育 部 長    浜 中   茂 
        教 育 総 務 課 長    布 田 信 好 
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午後１時３０分開会 
日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので、本会

議は成立いたしました。 
これより令和２年度第９回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 
────────────────────────────────────────── 

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。 
本日の会議録の署名委員には、大野委員を指名いたします。 

【委員（大野）】 はい、わかりました。 
【教育長（岡田）】 次に、令和２年１０月７日開催の第７回定例会の会議録につきましては、

前回の定例会でお配りしご覧いただいておりますので、よろしければこの場でご承認いただき

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【教育長（岡田）】 ご異議がないようでございますので、令和２年度第７回定例会の会議録に

つきましては、ご承認いただいたということにさせていただきます。 
────────────────────────────────────────── 

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。 
まず初めに、委員の皆様から報告を頂戴したいと思いますが、どなたかございますか。 

【委員（大野）】 ２点あります。１つ目ですが、私は仕事で３年生の学生との面談を始めてい

るんですけど、今大学は授業で学校に来る学生は半分ずつで、この週に対面授業に来た学生は

次の週はオンラインでというふうにしています。実際問題としては、学生たちは来なくてもい

いので、ほとんど来ていないんですよ。定期券のこととかいろいろあるんでしょう。また、親

が高齢なので怖いという人もいます。面談をするにあたって、オンラインでもいいですよ、私

たちのところに来て対面でもいいですよということで投げかけています。対面の方が面談をや

りやすいんじゃないか、学生のこともよくわかるし、向こうもこっちのことをよくわかるんじ

ゃないかなと思っていたんですけども、オンラインでやってみましたら、本当に目の前に学生

がいるように映って、むしろ対面より心理的な距離が近い感じで話ができる。それで思ったん

ですけれども、特に不登校の児童・生徒への指導など、学校へどうしても来られない子には、

先生たちとかまたは教育相談所の相談員の方たちが積極的にオンラインでの面談をやっていく

ことに大変な効果があるんじゃないかなというふうに実感しています。それが１点。 
２点目ですけれども、コロナのことで、なかなか学校にも学校訪問以外行けなくて、また市

内のいろいろな施設を見にいくこともできないような状況がやはり続いています。そういう意
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味で、青梅市の教育委員会の事務局は現在何に取り組んで、特にこういうことをしたらこうい

うふうな反響があったとか、そういうエピソード的なことで結構ですので、前に一度お願いし

たような形で、各課に簡潔に今の状況などについてお話しいただけたら、市全体の今の教育に

取り組んでいる姿がまた見えてくるんじゃないかと思うのでお願いしたいんです。お時間があ

りましたらよろしくお願いします。 
【教育長（岡田）】 今、ご提案いただきましたけれども、今日早速か、準備が必要なら次回か

らするか。今ここで今日から始める形でやってみましょうかね。 
では、５人の意見の後に、各課の近況等を。５人が話した後ですので、今からちょっとお考

えいただきたいと思います。 
【委員（稲葉）】 ２つあります。１１月１６日に、前々から行きたかったんですけれどなかな

か日程がとれなかったのがやっととれて、子ども子育て会議を傍聴させていただきました。そ

のときに、幼稚園や保育園のことが主に話されていまして、総合的な幼児教育をどうするかと

いうのがテーマだったんです。結局のところ、保育園の統廃合、それから幼稚園の定員が減に

なるということで、青梅市内でもずっと長くある幼稚園が定員減をせざるを得ない状態になっ

ている。子どもの減少というのがすごくある中で、新規の民営の保育園が増えてきているので、

そこのところで今、淘汰されるような状態なのかなと。隣の羽村市では、幼稚園が一つ廃園に

なるみたいな情報を得ています。小学校の教育のもとになる乳幼児の教育は一番大事だと思う

ので、省庁が違うんですが、連携をとってうまく子どもたちの育ちを見ていかないと、しのぎ

を削って営利目的みたいな形で保育をするような形ではちょっと困るなという感じです。区内

でも、やはり営利主義の保育園が民営で多くなってきて、中身がそんなに充実していない。結

局大手のところが、もうこれから少子化なので採算が合わない事業だということで撤退すると

いうのがどんどん増えている。採算が合わないから保育園を廃園するというような状態になら

ないで、きちっと保育ができている保育園、幼稚園が青梅市にあってほしいなと、ちょっと危

機感を覚えました。その乳幼児の育ちが小学校、中学校につながるので、そこは見守っていか

ないといけないなと思いました。 
それから、１１月１９日の新聞で虐待件数１９万と、すごくたくさんの虐待数が上がってき

ている。通報が気楽にというか、気兼ねなく通報できているので、虐待件数も増えていると思

うんですけど。コロナ禍のところで子どもたちの様子を見ていると、子どもたちは本当に健気

に生きているんですけれど、家庭内でのＤＶだったりいろいろなものが増えている関係で、子

どもの気持ちの中に負の気持ちが生まれてきていることがとても多いと思うんです。ご家庭の

方の相談員さんが、どんどん件数が増える中で、それをどうやって受け止めて、どうやって支

援していくのかなというのをすごく心配しています。芽の段階で、適切な人が入ることで摘め

るものを、アップアップの状態でなかなかサポートできないと、その芽がどんどん育っていっ

て、結果大きなことになると思うんです。そこを何とか教育委員会の方でも、前に私が言って

いた家庭教育支援チームのアウトリーチ――こちらから家庭訪問型の家庭教育支援チームが動
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けると、乳幼児から小学校、家庭と全部つなげられるので、そこなんかはちょっと考えていく

ことはできないかなと、とても思いました。家庭と学校と社会とをつなぐというところでは、

家庭教育支援チームのアウトリーチ型というのが一番システムがきちっとなっているので、と

てもいいかなと、そんなふうに思いました。また、実行できることならば、実現させていきた

いなと思っております。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 少子化がかなり進んでいまして、小学生ですと１，０００人から     

１，１００人なんですが、就学前の子どもたちの数が９００とか８００とか、ゼロ歳～１歳を

見ると、６００とか７００とか、かなり青梅市の出生数は減っているところがあります。そう

いった点で、昔は福島学園幼稚園なら４００人とか、四恩幼稚園でも２５０人という定員があ

ったのが、実際はもう２桁の園児しかいません。また、就学前教育とか家庭教育については、

場合によれば次の総合教育会議のテーマにして少し議論させてもらって、市長と意見交換でき

る場がありますけれども、企画の方に話しておきますので、よろしくお願いします。 
【委員（榎本）】 平凡な話題なんですけど、１１月１４日に第七小学校の展覧会に行ってまい

りました。とても天気のよい暖かな日だったんですけど、密を避ける目的でちょっと時間をず

らした展覧会になっていました。ちょうど授業が終わって児童がたくさん会場にいて、とても

賑やかな展覧会でした。 
印象に残った作品としては、アベノマスクにアシの葉でたたき染めをして模様をつけた作品

がありまして、ちょっと残念な感じのアベノマスク、かわいらしくでき上がっていまして、微

笑ましかったです。 
全体として、作品の説明に、その児童が作品に込めた思いが展示してあったり、顔写真があ

ったりして、とてもわかりやすい展示だったと思います。 
最近またコロナが増えていまして、なかなか展覧会も難しくなると思うんですが、タブレッ

トを使えばすぐに自分の作品を取り込むことができますので、バーチャル的な展覧会もできる

のかなというようなことも考えました。 
以上です。 

【委員（百合）】 １０月と１１月に学校訪問を何校かさせていただいて、給食をいただきまし

た。給食の品数はよく子どもたちも少ないとか言うんですけれども、スープの中身の具とかお

ひたしとか野菜の数が豊富で、栄養面では本当にしっかりしていてありがたいと思いました。 
息子が、中学校３年間のリクエストメニューというので先日アンケートをとっていただいて、

そのアンケートにはみんなが好きなものを書きたいんだけど、もう２つぐらいの組み合わせが

決まっていて、それのどっちがいいか、その中で選んでくださいということですが、子どもは

こんなにいいものが一回で出るのはもったいない、例えば１週間ぐらいを１日ずつに分けて、

毎日思い出の好きだったメニューが出てくるといいなと言っていました。子どもたちの卒業の

記念にそういうことをしていただけるというのは、親としてもありがたかったので、最後にお
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いしい給食をよろしくお願いします。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 私からも何点かありますけど、まず１１月６日に霞台小学校で起業家教育

ということで、商品の評価会が行われました。コロナの関係ということで、体育館にプレゼン

テーションという形でグループごとに発表して、作品を委員さんで選んでまいりました。その

際、今年度、内閣府の方と文部科学省から視察という形でたくさんの方がお見えになっていて、

とても充実した評価会になったなという印象が残っています。 
１１月１７日に吉川英治記念館の参考ということで、新宿区立漱石山坊記念館に視察に行っ

てまいりました。区立の建物ですけれども、ちょっと敷地的に狭いところにあるんですが、組

織的には館長あるいは区の課長さん以下９名、かなりのスタッフを揃えて、充実した展示を見

ることができました。今後、吉川英治記念館の参考にしてまいりたいと思っております。 
１１月２２日（日）に、青梅市青少年吹奏楽団の第５１回定期演奏会が羽村のゆとろぎであ

って、聴きに行ってまいりました。団長さんのお話によれば、今年１月の出初式に演奏して以

来、初めての演奏ということで、とにかく団長さんも指揮者の方も、本当に楽しいというか、

演奏できる、合奏できるという喜びが感じられるコンサートだったなというのが、印象に残り

ました。また、なかなか練習の機会が少ないということで、全体の演奏ではなくて４人ずつの

パートの演奏とか、コロナを逆手にとった演奏形態があってよかったなと思いました。 
それから、中学校の日本管楽合奏コンテストですが、今年度はそれぞれ動画データの提出に

よる全国大会になっております。そうした中で、Ｓ部門では今年は第六中学校と吹上中学校の

合同チームという形で出まして、全国ナンバーワンで文部科学大臣賞を今年も受賞しておりま

す。また、Ａ部門で参加しました泉中学校が審査員特別賞、第三中学校が最優秀賞という形で

結果を残したという報告をいただいております。 
なお、青梅市教育委員会表彰規程表彰式表彰状の贈呈ということで、担当されました先生方

に表彰状を送りたいと思っております。 
私からは以上でございます。 
では、お待たせいたしました。先に各課長さんからの報告を順にお願いします。 

【教育総務課長（布田）】 教育総務課から報告させていただきます。 
今、教育総務課の方では、学校施設の個別計画の方を策定しておりまして、その作業の終盤

を迎えております。この計画は、今後の学校施設づくりをどうするかという大きな方向性を持

たせるという意味があるのかなと思っております。 
またこの計画の中では、学校施設の老朽化対策の改修工事も計画しておりまして、どうして

も学校を建て替えるとなると１０年スパンの期間が必要でございます。その間どうしていくか

を考えなければならないということで、改修計画についてもふれております。この改修計画に

沿いまして、今後学校の工事を進めていきたいと考えているところでございます。 
今、喫緊の課題といたしまして、学校のトイレの改修と特別教室の空調化を進めておりまし
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て、この２点につきましては令和５年度までに完成するということになっております。 
教育総務課からは以上です。 

【学務課長（榎戸）】 学務課では、現在、小学校におきまして就学時健診を実施しているとこ

ろでございます。こちらにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響もありました関係

で、入り口での検温や手指消毒を徹底させることもあり、学務課からも各校３人ずつ行くとい

うことで、人員が足らない場合、私も行きまして、検温や親子の案内をしております。 
また、新型コロナウイルス感染症の関係ですと、手洗いの石けんを液体のものに替えようと

いう、見直しの作業を少ししているところです。 
特別支援教育につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で前半の就学相談件数が少

なかった分、後半に入りまして今大変多くのお子さんの就学相談を受け、就学支援委員会でど

ういった支援が必要なのかという判定を、毎週２回ぐらい行っているような状況です。 
学務課からは以上です。 

【教育指導担当主幹（梶井）】 指導室から６点ほどご報告させていただきます。 
まず、小学校の移動教室、御岳がすべて無事に終了しまして、ありがとうございます。おお

むねの児童・生徒、保護者、学校関係者にかなり好評でありました。宿坊の方には大変お世話

になりまして、感謝しているところでございます。 
２点目としまして、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けてということで、いよいよ各学校の

設置工事ですとか、端末の配置が入っているところでございます。今、教務主任会ですとか学

力向上推進委員会、また校内研修等で指導主事の方が、オンラインであるとか、またＩＣＴを

活用した授業改善という視点で話を進めているところもございます。 
３点目としまして、指導室による学校訪問が２学期以降少しずつ進められるようになりまし

て、指導主事や室長、私と５人で学校を訪問させていただいて、指導・講評等もしていくよう

な状況がございます。あわせて特別支援学級の個別の訪問も指導主事がしておりまして、授業

の様子等を見させていただいているところです。 
４点目が、１２月１５日に教育課程説明会をするということで、このコロナ禍におきまして、

先ほど申し上げましたＧＩＧＡスクール構想を踏まえてどのような教育課程を校長先生方が編

成していくかというところについて、今ちょうど整理をしているところでございます。 
５点目ですが、青梅市の研究指定校の件では、今井小学校と第六中学校で２年目の研究発表

をするところです。今井小学校においては今週金曜日、オンラインという形で各学校の方に発

表をしていく。第六中学校の方はＤＶＤを収録して、それを配付する形で今進めているところ

でございます。 
最後に、１２月５日（土）に主張大会がございます。こちらにつきましても、今準備を進め

ているというところでございます。 
指導室からは以上です。 

【学校給食センター所長（渡部）】 給食センターですけれども、今年の３月、新しい学校給食
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センターの基本計画ができまして、現在は今年、来年にかけて実施方針と要求水準書を作成し

て、来年度は基本的に業者を決めていくような形をとっていこうとしております。ここでやっ

と、実際に我々を支援していただけるコンサルタントの業者も決まりましたので、今年度末に

かけて根ヶ布調理場の測量、それと実施方針の案等を決めていくというような段取りをとって

おります。まず実施方針をつくってから要求水準書という形で、細かく業者に求めていくよう

な内容をこれから掲げていくという形になります。それが今年度と来年度の２カ年で行いまし

て、実際に建築またオペレートする業者を選定していくというような流れで、今進めておりま

す。 
それから、先ほどのリクエスト給食の関係、ありがとうございました。今、給食の品数につ

いては基本的に以前のとおりに戻しております。ですけど、内容についてもこれから皆さん方

のご意見もいただきながら、修正もしていこうと考えております。またリクエスト給食の関係

については、先ほど百合委員さんからいただいた意見については、早速持ち帰りまして、担当

に話をいたしますので、よろしくお願いいたします。 
【社会教育課長（和田）】 社会教育課では、まず１１月７日に公益財団法人の青梅佐藤財団と

共催事業で中西進先生という「令和」という元号を考案された方をお呼びしまして、講演会を

総合体育館で開催しました。２１３人という多くの方が来ていただいて、盛会に終わったとこ

ろでございます。 
また翌日には、今泉忠明先生が『ざんねんないきもの』という本を書いておりまして、かな

り売れている本なんですが、その先生をお呼びしまして、子どもたち６５名参加のもと講演会

を開きました。こちらも子どもから素直な気持ちの質問がばんばん出て、盛況に終わったと感

じているところでございます。 
この時期、本来ならネッツたまぐーセンターで総合文化祭を開催する予定であったんですが、

今年はコロナの影響で中止をさせていただいております。やはり何もなくなるのは大変残念だ

ということで、各団体の独自の発表会は開催をしていく中で、私も２０連盟のうちの４分の３

ぐらい見学に行かせていただいたんですが、このコロナ禍であまり練習もできず、また人と会

えず、その中で一生懸命つくったものを展示したり発表会を開いたり、一生懸命やられている

なと大変感銘を受けました。また、その話し合いをする中で、年配の人がかなり多くて、若い

人があまりいないような状況で、若い人がもっと入ってくれればなという意見もありましたの

で、そういったところは今後市として何かできることがあるかどうか検討していきたいなと感

じているところであります。 
最後に、来年１月１１日、教育委員の皆さんにもご出席いただくことになると思いますが、

成人式がございまして、そちらの準備を今しているところでございます。 
以上でございます。 

【文化課長（北村）】 郷土博物館については、８月から中世青梅の城館跡展を開催しながらコ

ロナ対策も継続しているところです。そういった中で、昨日の読売新聞の多摩版にも掲載され
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ましたが、企画展の来館記念として配布しております御城印の反響が大きく、入館者数につい

ても９月、１０月につきましては前年度よりも若干上回っている状況です。今はコロナの関係

でイベント等が実施できない中で、市民団体からのアイデアでこういった御城印の配布を御提

案いただき、集客に関しては成果があったと思っております。 
また、吉川英治記念館につきましては、９月の開館から記念展を実施している中で、集客イ

ベントの開催については見送っている状況です。そういう中で、入館者数についても見込みよ

りも少し伸び悩んでいる状況ではありますけれども、公式ツイッターを１０月下旬に開設し、

小学６年生の御岳山移動教室の関係で多くの子どもさんたちにも来ていただいています。また

１１月につきましては、今のところ有料来館者数が１０月よりも若干上回る見込みでございま

す。 
文化課関係は以上です。 

【美術担当主幹（田島）】 美術館ですけれども、一昨日で「モノクロームの詩」という版画の

展覧会が終了いたしまして、机上に配付させていただきました展覧会を１２月５日から１月 

１７日まで開催いたします。この関係で、その間お休みで、今日から実質的には展示替えに入

っているというような状態です。 
それから、市役所の２階のだんだんカフェにケースが２つあって、小島善太郎氏と藤本能道

氏の作品が数点ずつ展示されているんですけれども、１１月の頭に年３回の展示替えのうちの

１回が終わりまして、作品が替わっております。ケースの蛍光灯が切れていて、昨日ようやく

全部入れ替えが終わりましたので、今明るい状態で見られるようになっております。また帰り

がけにでも見ていただければと思います。 
今年度は展覧会もう一個ありますけれども、今年度中はすべてのイベントが中止となってお

りますので、長崎莫人展のギャラリートーク等は一切ございません。淡々とやっていくという

ことでございます。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 では、部長お願いします。 
【教育部長（浜中）】 ただいまご報告申し上げましたとおり、私のもとには８人の優秀な課長

がおりまして、それぞれ各課の事業を推進しておるところでございます。私の果たすべき役割

としては、各課の懸案や推進していくべき事業について、教育委員会全体として、それを導い

ていくということだというふうに感じております。そのために、各課長と密に連携を取り合っ

て、いろいろフォローし、指導してまいっておるところでございます。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 以上ということで、次回もまた皆さん簡潔に状況、近況、エピソードを織

りまぜて発言をいただければと思います。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
 



 10 

１ 議会報告（教育部） 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。 
初めに、教育長報告事項１、議会報告を説明いたします。 

【教育部長（浜中）】 それでは、議会報告をさせていただきます。お手元の報告資料１をご覧

いただきたいと思います。 
令和２年１０月２９日に１日の会期で、１０月臨時議会が開催されました。議案審議、議案

については３件が提案され、３件とも可決されております。また、要望書も３件提出をされ、

参考配付されておるところでございます。 
総務企画委員会におきまして、教育委員会関係では、青梅市立小・中学校ＧＩＧＡスクール

構想ネットワーク環境整備業務委託にかかる契約の締結について、ということで審議がなされ

ました。 
お手元の１ページから５ページにかけて、山田委員ほか全部で７人の委員さんから、ＧＩＧ

Ａスクール構想関係について２３件の質問が出されております。ご覧のとおりの答弁をしてい

るところでございます。 
それから、６ページ目、一番最後のページですけれども、１０月補正予算ということで、９

号補正の予算決算委員会が開催されまして、小・中学校トイレをはじめとするすべての水道の

蛇口をレバー式にするという補正予算が提出されまして、井上委員から２件の質問が出され、

答弁はご覧のとおりでございます。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（稲葉）】 最後のトイレの蛇口のところですけど、先日どこか大きな団地で停電が起こ

りまして、オール電化にしたら何もできないということがニュースに出ていました。そうする

と、自動水洗にした場合、停電になったら水道が使えないので、やっぱりアナログのレバー水

洗で学校はいけたらいいなと。電化製品はとても便利ですけど、それの供給が停まったときに

どう対応するのかも考えての設置が必要なのではないかなと思いました。ですので、レバーで

いいなと思いました。 
【教育部長（浜中）】 ただいまのご指摘のとおり、オール電化の自動の蛇口にしてしまいます

と、停電になったときなどは機能しない。あと、コストもかなりかかります。それに対してい

ろいろ検討した結果、蛇口もひねるものでなくて、例えばコロナ対策においてヒジとかそうい

うもので開閉ができるレバー式の蛇口にしていこうと、そういうことで今回決定を見たもので

ございます。 
【教育長（岡田）】 以前、東日本大震災の後、計画停電がありまして、庁舎のお手洗いは全部

自動なんですね、水洗も手洗いも。その関係でペットボトルを並べたという記憶があります。

今でも名残が幾つか置いてあります。 
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【委員（榎本）】 ＧＩＧＡスクール構想のところで、端末に１年間の保証がついているという

のがあるんですけど、これは１年ごとに更新されていくんですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 今回の計画では、１年間の保証ということです。 
【委員（榎本）】 ということは、２年目にまた次の生徒に渡されていくという形ですか。それ

はもう個人に渡しちゃうということですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 使い方についてはまだこれから検討です。１人１台の数はそろ

うんですけれども、それをどのように使っていくか、そのまま持ち上がっていくかどうかとい

うのは、これからです。 
【委員（榎本）】 ２年目になると、もう保証はついてないわけですよね。けっこう壊れやすい

とか、当たり外れが多いので、そういう場合、交換することが多いかなと思うんですが。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 その場合は、修理とか交換という形も考えているところでござ

います。 
【委員（大野）】 確かに考えてもみなかったんですが、１人１台というのでああそうかと思っ

てたんですけど、ＧＩＧＡスクール構想の１人１台というのは、貸与するんですか、それとも

もうあげちゃうんですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 基本的には学校の方できちっと管理していくものですので、貸

与ということで、その子に与えるということではないです。 
【委員（大野）】 貸しているんですね。そうすると、さっきの質問に戻りますけど、例えば中

学３年生で卒業していきますね。その子が使っていたものは学校に戻すんですね。ということ

は、小学校１年生であがってきた子たちに、前の先輩たちが使っていたものがいくというふう

に考えていいんですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 その小学校、中学校に在籍しているときには、それぞれ１人１

台使えるということです。 
【教育長（岡田）】 扱いとして、学年ごとに入れ替えるのか、小学校１年、中学校１年で貸与

したものを持ち上がっていくかは、まだ各学校でこれから検討されるとは思うんですけれども、

基本的には持ち上がっていくのかなとは思っています。 
【委員（大野）】 ではもう一つ。全く基本的なことがわかっていなくて。市では、そのタブレ

ットをリースですか、それとも買い取りですか。 
【教育長（岡田）】 今回、買い取りです。当初、リースで予算計上したんですが、補助金との

関係で、購入した方が市の持ち出しが少ないということになって、予算を組み替えて、賃借料

から備品購入費に替えて議決をもらっています。９，６８０台（単価４万７，０００円ぐらい）、

総額４億７，０００万円の内容で買える予定です。３月に入ってからですから、３月には配付

するのか、新年度４月から使えるのか、そこはまだこれから調整です。ものは、今年度の予算

ですので今年度中に学校に配付される予定で、今契約を結んだところです。 
また、貸与の仕方については、詳細が決まりましたらご説明したいと思います。 
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 ほかにはよろしいでしょうか。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 令和２年度教育費補正予算について（教育部） 

【教育長（岡田）】 それでは次に、教育長報告事項２、令和２年度教育費補正予算について、

を説明いたします。 
【教育部長（浜中）】 それでは、１０月補正予算（第９号）についてご説明申し上げます。報

告資料２をご覧いただきたいと思います。 
先ほどの議会報告でもご説明申し上げましたとおり、青梅市立小学校、中学校すべての学校

におきまして、水道――廊下の水飲み場ですとか、屋外の水飲み場、トイレ、そういったとこ

ろの蛇口につきましてレバー式に変更する予算でございます。小学校につきましては７４９万

円余、中学校につきましては４９３万円余、合わせて１，２００万円余の補正で、市内小・中

学校すべての蛇口をレバー式にしてまいる、そういう補正予算を今回計上してお認めいただい

たものでございます。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
よろしいですか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
３ 青梅市学校施設個別計画（案）に関するパブリック・コメントの実施結果について（教育総

務課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、青梅市学校施設個別計画（案）に関するパブリ

ック・コメントの実施結果について、を説明いたします。 
【教育総務課長（布田）】 それでは、青梅市学校施設個別計画（案）に関するパブリック・コ

メントの実施結果について、ご説明いたします。 
お手元の資料３になりますが、差し替えがございまして、机に新たな資料を置かせていただ

いております。具体的にどこが変わったかといいますと、４ページの番号９の市の考え方と、

８ページ２１番の市の考え方に一部訂正をさせていただいておりますので、よろしくお願いい

たします。 
それではご説明させていただきます。 
１０月７日の教育委員会定例会におきまして報告させていただきました学校施設個別計画

（案）に関するパブリック・コメントを、１０月１５日から３０日までの１６日間実施したと

ころ、８名の方から３２件の意見が寄せられたところでございます。その実施結果につきまし

てご報告させていただきます。 
ご意見の内容を大きく傾向別に分類させていただきますと、少人数学級の実施に関する意見

が９件、学校統合や複合化に関する意見が８件、施設整備に関する意見が８件、その他の意見
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が７件、計３２件となっております。 
少人数学級の実施に関するものにつきましては、番号が５番、６番、９番、１０番、１７番、

１８番、１９番、２０番、２４番になります。教育委員会の主な回答といたしましては、市で

は人口の減少、少子高齢化および地域経済の持続的発展を大きな課題として、「青梅市まち・ひ

と・しごと創成総合戦略」として取り組んでいます。市ではさまざまな方策を検討実施してお

りますが、計画（案）に示したとおり、児童・生徒数は減少すると見込んでおります。１学級

の児童・生徒数につきましては、東京都教育委員会が国に対し３０人学級を要望していること

から、当計画では１学級３０人を基準にしたところであります。このような回答をしていきた

いと考えております。 
次に、学校の統合や複合化に関するものにつきましては、番号でいいますと、１番、４番、

１４番、１５番、２７番、３０番、３１番、３２番になります。教育委員会の主な回答といた

しまして、今後４０年間の児童・生徒数、学級数の変化を想定すると、小・中学校数の見直し

をせざるを得ない状況であります。今後の新たな学校づくりについては、有識者、学校関係者

による青梅市学校施設あり方検討委員会で協議いたしまして、児童・生徒の保護者、地域住民

の理解を得ながら、丁寧に進めてまいります。このように回答したいと考えております。 
次に、施設整備に関する意見につきましては、２番、７番、８番、１６番、２２番、２５番、

２６番、２８番、こちらになります。教育委員会の主な回答といたしまして、老朽化対策工事

は、老朽化調査の結果、評価の低い学校と築年数が経過している学校を対象に大規模な改修工

事を実施する計画です。ただし、緊急的な補修が必要な場合につきましては、その都度対応し

てまいります。このような回答をしていきたいと考えております。 
その他のご意見につきましては、通学に関することやプールに関すること、また個別計画自

体に関することが寄せられたところでございます。 
いただいたご意見の中に、少人数学級の実施に関することと、学校の統合や複合化に関する

ご意見が多かったことから、今後計画を進めていくにあたりましては、有識者、学校関係者等

によるあり方検討委員会で十分に協議いたしまして、理解を得ながら進めていきたいと考えて

おります。 
なお、個別計画（案）自体につきましては、特に変更は行わず、現行案のとおり策定を進め

ていきたいと考えております。 
こちらの回答につきましては、今後ホームページで公開する予定です。 
説明は以上です。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（大野）】 これを読んでの印象なんですけれども、書いた方々は、子どもの数が減るか

ら、施設が老朽化するから、それに対応するためだけなのかと、そういうふうなとらえ方をな

さっていて、教育をどうするんだというところからはやらないのかというふうなお考えがあっ
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ての意見が多かったような気がするんですね。市の全体の施設整備との関係があるから、何を

先にするかという点で難しいんだけれども。やはり私たち、これから総合教育会議などで、こ

れからの青梅は例えば小中一貫校義務教育学校をつくっていくんだと。そのために、例えば子

どもの数が減っても小・中学校を一緒にして施設を減らすんだと。ある意味で積極的な意味合

いから施設をこういうふうに変えていくんだとか、そういうふうな方向を示していかないと、

市民の方たちみんなが納得してもらえないかなと、読みながら思いました。そういう意味では、

私たちこれから、先ほど申し上げましたように、総合教育会議などで早め早めに青梅はどうす

るんだというそのポリシー、教育についてどうするんだと、特に先ほど申し上げた小中一貫校

などについて早めに打ち出していく必要があるんじゃないかなと感じました。 
【委員（稲葉）】 文章の書き方で、施設に関しては２、７、８とかいう感じで、たぶん届いた

もの順に書かれていると思うんですけれども、例えば施設についてとか、そういう意見別にま

とめていただくと飛び飛びで見なくて済むかなと思うんですが、どうでしょうか。 
【教育総務課長（布田）】 見せ方につきましてはちょっと工夫をさせていただいて、見やすい

ようにしてまいります。 
【委員（榎本）】 意見を読んでみて、地域から学校がなくなることへの不安とかすごく多かっ

たというふうに思いました。ただ、この数として８人というのはだいぶ少ないなというふうに

思ったんですね。というのは、やっぱり防災の面を考えると、学校の場所はすごくみんなが考

えていかなくちゃいけないところだと思うんです。そこらを考えると、意見がだいぶ少ないと

思うので、もうちょっと自治会単位とかで必ず意見を伺えるような形をとった方がいいんじゃ

ないかというふうに思いました。 
【教育総務課長（布田）】 自治会に対しまして、支会長会議だったんですけれども、そこで各

自治会に下ろしていただいて、周知してくださいというふうにお願いしてはあったんですけれ

ども、なかなか下までおりていないのかなという印象を受けております。今後の見直し等もご

ざいますので、その都度またよく考えていきたいと思います。 
【委員（榎本）】 大体の人が、自分に何も影響がないというときは、あまり意見は言わないで

すね。ただ、何か起きた場合、すごく大きな意見になると思うので、みんなが考えられるよう

な形をつくっていった方がいいのではないかというふうに思います。 
【教育長（岡田）】 私も読んでいまして、そもそもの個別計画に、当初は東部地区、西部地区、

北部地区ともっと細かくたたき台の中ではあったんですけれども、あまり具体的になりますと、

うちの地域はどうだろうというところに焦点が偏ってしまいますので、今回はこういう形で青

梅市全体としてざっくりまとめた形があります。逆にそういう関係で、市民の方に切実な部分

が浸透しなかったかなという部分もありますけれども。やはり一つたたき台としてつくりまし

たので、今後これをもとに、じゃ各支会・地域で、この地域ではどうなっていくんだろうと。

中学校単位だと思うんですけれども。そういうことはそれぞれの地区に入っていって、また詳

細な打ち合わせとか話し合いの場というのは、今後必要になってくるのかなとは思います。実
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際にこの地域の児童数がどれだけ減るのか、あるいは増えるのか。地域によっては新町小学校

などはまだ増えます。学区によってはまだまだ減らない地域もあるし、大きく減る地域もあり

ますので、その辺のものはまた数年の先には出てくるかなと思います。 
やはり総じて、地域の学舎をなくさないでほしいと。極端な話、児童が１人でもいれば廃校

にしない方がいいんじゃないかといった意見も、今回の中からは読み取れるところがあります。 
また、特に番号のついている小学校、中学校は、青梅市の７つの町村の中心地にみんなある

んですね。第一小学校にしても、第二小学校にしても、第三小学校にしても、第五小学校、第

六小学校、第七小学校、成木小学校と、それそれ昔の町村の中心地にあります。そこが統廃合

していきますと、地域から子どもの声が聞こえなくなってしまうということもありますので、

どんなに少人数になっても、統廃合するということに対する抵抗は大きくなってくるかなとい

う中では、先ほど大野委員さんがおっしゃられた小中一貫、小曾木、成木についてはそういう

流れもあるのかというのが、これから大きな課題になってくるかなとは思っています。 
【委員（稲葉）】 同じように、少子化で学校を統廃合しているところでは、秋田なんかは本当

に小中一貫で少人数でという感じでどんどん移行しているみたいなので、そういうふうないい

方向へ向かっている統廃合の都道府県を参考にして考えるといいのかなと思います。秋田も教

育でトップはいっているんですけど、それにはそれなりの工夫をされているみたいなので、い

いところを取り入れるといいのかなと思っています。 
【教育長（岡田）】 １２月の議会の中でも、学校施設個別計画に関する質問が２名の議員さん

から出ております。これはある程度そういう機械的な統計的な数値で処理していますので、そ

れと実際の地域性の中では違った結論が出てきます。今後また内容を具体化するときには丁寧

に。今回はそのたたき台というふうな形でまず掲げた、方向性を示したというふうにご理解い

ただければなと思っています。 
【委員（大野）】 結局、今回のコロナのこともそうですけれども、ピンチですよね。これも少

子化でピンチだと思います。よく、ピンチはチャンスだと言いますけれども、いい機会だから

ということで、むしろ積極果敢に攻める方向で施設を統廃合していくというふうな形でいきた

いものですね。守りじゃなくて、これを勝ち取る、そのためにはこれが必要なんだということ

で。雑感です。 
【教育総務課長（布田）】 教育長が申しましたとおり、今回、ざっくりした計画になっており

ますが、今後、あり方検討委員会においてより具体的に的を絞っていくのかなというふうに考

えております。議員さんからもスピーディーに処理するべきだという意見もありますことから、

今後積極的に進めていきたいと考えております。 
【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 

４ 第１７回おうめ子ども俳句コンテスト実施報告について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、第１７回おうめ子ども俳句コンテスト実施報告
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について、を説明いたします。 
【社会教育課長（和田）】 第１７回おうめ子ども俳句コンテスト実施報告をさせていただきま

す。報告資料４をご覧ください。 
１の目的としましては、子どもたちが日本の伝統文化であり、世界最小の詩形とも呼ばれる

「俳句」に触れ、四季を感じながら学習する機会を提供すること、を目的としています。 
少し飛びまして、この募集につきましては、５の周知方法に記載してあるとおり、令和２年

７月１日号の広報おうめに掲載し、また市内小・中学校、各市民センター、中央図書館、社会

教育課窓口にポスター、応募用紙および応募箱を設置して募集を行いました。 
応募資格は、小・中学生ということです。 
テーマにつきましては、６のとおり、特に設けず募集をかけたところです。 
募集期間につきましては、８に記載のとおり、７月１日から１０月２日までという期間で行

いました。 
その結果、９の応募総数としましては、小学生の部が１，６４８句、中学生の部が      

２，３４５句の合計３，９９３句ございました。これは前年度と比較しますと、４００句増加

しているような状況でございます。大変喜ばしい限りです。 
この句をまず一次審査で、協力をいただいております青梅市俳句連盟の方に審査を行ってい

ただきました。そして、小学生の部から１９句、中学生の部から１０句を一次審査で選んでい

ただきました。その合計２９句を第二次審査としまして、１１にありますとおり、青梅市俳句

連盟の方２名、青少年健全育成に関する知識経験者４名、合計６名で二次審査を行いました。

その結果が、１０番の各賞に書いてあるとおりでございます。 
審査員特別賞が小・中学生各１人ずつ、教育委員会賞が小学生の部は６名、中学生の部は３

名、あとはそれぞれ入選という形で各賞を受けております。 
最後に１２のその他で、令和２年１２月５日に表彰式を行う予定でございます。また、１２

月１５日からは、青梅市教育委員会のホームページおよびネッツたまぐーセンター１階展示交

流スペースで入選作品の掲示をする予定でございます。別紙の入選作品一覧が、その内容とな

っているところでございます。 
説明は以上でございます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（稲葉）】 賞の決め方なんですけれども、いろいろな応募の賞については、例えば参加

人数の何パーセントを入賞させるとか、大きな公募展になるとそういうふうな決まりがあるん

ですけど、これについてはいくらたくさんの応募があっても何パーセントとかいうところで切

らないで、きちっと内容的にいいものを全部ピックアップして、その中から取り上げて二次審

査にあげているということなんでしょうか。 
【社会教育課長（和田）】 まず審査員特別賞については１名ずつと決まっていまして、あと教
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育委員会賞が各学年１名ずつ、各学年２名ずつを入選ということで、毎年合計２９句選んでお

ります。なので、何パーセントということは特にありません。 
【教育長（岡田）】 一見すると、小学生の総数が少ないので小学生の賞が少なくて中学生が多

いように見えるんだけど、学年単位で１人、２人ということで、こういう形なんですね。 
【委員（百合）】 この応募の仕方というのは一応個人になっているんですけど、やっぱり学校

の、例えば国語の授業でつくったものはほとんど応募されるんですか。それとも本当に個人的

に一人ずつが応募してきたものですか。それはわかりますか。 
【社会教育課長（和田）】 授業でつくったかどうか、その辺はわかりません。個人でつくって、

それを応募していただいているという現状であります。 
【教育長（岡田）】 中学生各学年１，０００人として３，０００人とすると、その７割、８割

だから、学校を通じてあがってくるケースが多いんじゃないのかな。 
【社会教育課長（和田）】 それもあります。学校の正門に箱を設置しておきますので、そうい

ったところに入れる子もいれば、先生を通じて渡している子もいるというような印象です。 
【教育長（岡田）】 私、これを１句１句読んで、小学生の方が発想が豊かというか自由だなと。

中学生の方が何か五・七・五にかなり……。 
あと、今年の特徴でコロナに絡むマスクだとかありますが、あれっと思ったのが１７番に「ラ

ンドセル初めて背負う夏近し」というのがあります。これは４月、５月の臨時休校があったか

らこういう形なのかなと思って、これは後にも先にも今年しか書けないかなと感じた次第です。

子どもたちへのコロナの影響は、こういうところにもさまざまな形で感情が出ているなと感じ

たところがありました。 
ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
５ 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０２１～実施要領について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭    

２０２１～実施要領について、を説明いたします。 
【社会教育課長（和田）】 続きまして、生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０２１につ

きまして説明をさせていただきます。 
毎年新緑際を開催しておりますが、来年度につきましても、３に記載のとおり、来年５月８

日（土）と９日（日）で開催する予定でございます。ただし、今現在かなり新型コロナ感染症

が拡大していることがございますので、一旦１２月１日で各実施団体の募集だけはさせていた

だかないと間に合わなくなってしまいますので、とりあえず募集だけをさせていただく。７に

書いてありますように、この新緑祭というのは実行委員会形式で行います。実行委員会を来年

１月と２回目を４月に開催する予定ですが、１月の実行委員会開催の際に、どういった形で行

うのか、いつものとおり実施できる状況になっているのか、または縮小した形でコロナの３密

を避けて行うような形式をとるのか、または中止をするのか、そこら辺を決定したいというふ
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うに考えているところでございます。そういった前提の中で作成をいたしました。 
主催につきましては、青梅市生涯学習推進本部、青梅市生涯学習推進市民会議、青梅市教育

委員会の３団体となっております。 
企画・運営につきましては、その下に記載のとおり、実行委員会でいろいろ決めていきたい

というふうに考えているところでございます。 
会場につきましては、例年のとおり釜の淵公園および旧宮崎家住宅とネッツたまぐーセンタ

ーということです。例年ですと、今までは市民会館だったんですけど、今年度はネッツたまぐ

ーセンターという新たな場所ということで、そこら辺が新しくなりますので、いろいろ検討事

項も多く出るというふうに認識しているところでございます。 
６に記載のとおり、新型コロナウイルス感染予防対策はしっかりとった上で、実施する場合

は行っていきたいと考えているところでございます。 
ここで１点変更点がございまして、昨日、青梅市生涯学習推進本部会議を開催しまして、そ

の中で、当初、会場が２カ所にわたりますので、その間をシャトルバスを運行して行おうと思

っておったんですが、新型コロナの感染も拡大しております。シャトルバスといってもマイク

ロバスで小さめですので、その中に入っていただくというのも密になってしまいます。シャト

ルバスにつきましては運行を見合わせる予定でございます。 
最後に８の開催直前の広報につきましては、令和３年５月１日号広報おうめやホームページ

等で周知をしていくこととしております。 
報告は以上です。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
コロナがおさまれば、にぎやかに開催したいということで。たぶんその前に青梅大祭がどう

なるかで、青梅大祭が開催できれば新緑祭もできるだろうし、青梅大祭ができないようであれ

ば、その段階でこちらも厳しくなるのかなと。 
よろしいでしょうか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
６ 青梅市吉川英治記念館ガバメントクラウドファンディングの実施結果等について（文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、青梅市吉川英治記念館ガバメントクラウドファ

ンディングの実施結果等について、を説明いたします。 
【文化課長（北村）】 それでは、青梅市吉川英治記念館ガバメントクラウドファンディングの

実施結果等についてご説明いたします。報告資料６をご覧ください。 
まず１としましては、文化課ではクラウドファンディング型でふるさと納税を募るガバメン

トクラウドファンディングで、「国民文学作家・吉川英治の功績を末永く後世に伝えたい～青梅

市吉川英治記念館の運営支援～」プロジェクトを令和２年８月１４日から１１月１１日までの

９０日の期間で募集を行いました。本プロジェクトは、国民文学作家・吉川英治が昭和１９年
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から約１０年間過ごした母屋や資料館を含む青梅市吉川英治記念館の施設整備や運営に充てる

資金として募集を始めたものです。 
なお、本募集につきましては、青梅市や吉川英治記念館のホームページやツイッター、記念

館来館者へのチラシ配布等で周知を行いました。 
その結果、１０月２３日には目標額の１００万円を達成し、最終的には１６４万６，０００

円の寄付をいただきました。 
また、２の「吉川英治記念館に関する事業」へのふるさと納税につきましては、令和２年   

１１月１２日現在で４２万５，０００円を、３のその他指定寄付金につきましては、同じく  

１１月１２日現在で３万円。これら吉川英治記念館に関する寄付金は、この時点で２１０万  

１，０００円になっております。 
今後、これらの寄付金につきましては、募集の際に掲げた使途のとおり、吉川英治記念館の

施設整備や運営資金として活用させていただきたいと考えております。 
説明は以上でございます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（稲葉）】 クラウドファンディングをする場合に、例えば１口１万円とか、そんな感じ

のクラウドファンディングで、それに対して寄付をした人には吉川英治記念館の入場券をあげ

るとか、そういうふうな感じのクラウドファンディングだったんでしょうか。 
【文化課長（北村）】 今回取り組みましたクラウドファンディングは、自治体が取り組むもの

としまして、ふるさと納税制度を活用したガバメントクラウドファンディングとなります。い

わゆる返礼品としましては、ふるさと納税にあります返礼品で、例えば青梅に関する商品――

ホットマンであったり地元のお菓子を選択できるようになっておりまして、一般的なクラウド

ファンディングとはちょっと違っております。また、幾ら以上寄付しますとこういったメニュ

ーの返礼品がありますということが、クラウドファンディングのホームページで選択できるよ

うになっておりまして、その中で寄付する方が選べるようになっております。 
【委員（榎本）】 １００万円という目標額でそれ以上に集まってすごくよかったと思うんです

けれど、今後もこれは継続していくというか、運営というふうな目的もあったと思うんですけ

ど、やっていくつもりなんでしょうか。 
【文化課長（北村）】 今回につきましては、開館の準備に当たりまして、当初修理にかかりま

す施設整備費や運営に対するアバウトな感じのものでしたが、来年度以降につきましてはもう

少し具体的な使途を示して、例えば、こういうテーマの展覧会をやりますのでそれに対して寄

付をお願いしますとか、そういったものを考えたいと思っております。 
【教育長（岡田）】 ちなみに、この総額２１０万１，０００円の使い方は、何年度にどういう

ふうに使うように考えていくんですか。 
【文化課長（北村）】 本年度すでに執行しております展示室の床の張り替えであったり、展示
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ケースの購入といった、初期費用にかかったものに充当していこうと考えております。 
【教育長（岡田）】 ほかにご質問、ご意見いかがでしょうか。よろしいですか。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 
   ７ 諸報告 

（１）委員会等会議録 
   ア 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課） 
   イ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課） 

（２）事業等の実施予定について 
ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

（３）事業等の実施結果について 
ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項７、諸報告ですが、あらかじめ各委員の皆様には事

前に目を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 
【文化課長（北村）】 諸報告の（２）のア、生涯学習事業実施予定について１枚目の裏面にな

りますが、文化課の中の「新春展示『吉川英治の書画展』」の期日につきまして訂正させていた

だきます。令和３年１月５日（火）となっておりますが、令和３年１月９日（土）に訂正をお

願いいたします。申し訳ございませんでした。 
【教育長（岡田）】 図書館運営協議会会議録で、電子書籍のことが話題になっていましたけれ

ども、今のところ青梅の図書館では電子書籍の導入は時期尚早と理解してよろしいですか。 
【社会教育課長（和田）】 おっしゃるとおりでございます。 
【教育長（岡田）】 よろしいですか。 
教育長報告事項は以上で終了いたします。 

────────────────────────────────────────── 
日程第４ 協議事項 

１ 令和３年度教育費予算の編成について（案）（教育部） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。 
協議事項１を議題といたします。令和３年度教育費予算の編成について（案）、を説明いたし

ます。 
【教育部長（浜中）】 それでは、令和３年度教育費予算の編成について（案）の説明をさせて

いただきたいと思います。協議資料１をご覧いただきたいと思います。 
まず、１の青梅市全体の予算編成方針でございますが、令和元年度一般会計決算において、

財政の弾力性を示す経常収支比率が１００パーセントを超え、１００．２パーセントとなりま

した。財政の硬直化がますます進んでおるところでございます。 
歳入におきましては、モーターボート競走事業収入の増等によりまして、対前年度比０．５
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パーセント増の５１８億円余となったわけでございますが、基幹財源であるところの市税収入

は１９７億円余となり、２年連続で２００億円を下回ったところでございます。 
歳出に対しましては、投資的経費が前年度比で減となったものの、扶助費や物件費などが増

加しており、経常的経費の抑制は急務となっております。 
そんな中で、令和３年度の予算につきましては、前年踏襲ではなく事務改善の徹底を図り、

新型コロナウイルス感染症や災害等の不測の事態にも不撓不屈の精神をもって挑み、誰もが安

心して生き生きと暮らせる「活力ある青梅」の実現を目指した予算とし、以下の４項目を基本

方針として編成することとしております。 
（１）総合長期計画等の推進、（２）コロナ禍における新しい行政運営、（３）重点事業への

取組、（４）持続可能な財政運営の確立でございます。 
教育費予算の基本的な方針といたしましては、次のページにあります８点です。 
（１）青梅市総合教育会議において作成した、青梅市教育大綱に沿って予算化を図る。 
（２）令和元年度教育委員会事務点検評価有識者の意見を踏まえ、その諸課題解決に向けた

予算積算をする。 
（３）厳しい財政状況の中で、緊急度、必要度をよく吟味し、効率的な事務執行を踏まえた

予算編成をする。 
（４）新規あるいは拡充する事業については、その意義、理由等を明確にして予算積算をす

る。 
（５）事業の予算化に当たっては、常に特定財源の確保に努めるとともに、関係課間での必

要な情報の共有化を図る。 
（６）積算の詳細については、予算編成方針による。 
（７）新型コロナウイルス感染症による新しい生活様式の定着・持続を意識した予算積算を

する。 
（８）個別的指示事項がある場合は、教育長・教育部長から指示する。 
そういった８点の基本的な方針のもとに、令和３年度教育費予算編成をしていくという内容

でございます。 
次のページ別紙以降の教育委員会の重点施策（案）につきましては、各担当の課長よりご報

告をいたします。 
【教育総務課長（布田）】 それでは、各課の重点施策につきまして、機構順にご説明させてい

ただきます。ちょっと前後いたしますが、ご了承ください。 
教育総務課につきましては、６ページ、７ページをお開きください。 
６ページの（１９）安全・安心な学校づくりの推進につきましては、来年度につきましても、

スクールガードリーダーの活用、青梅子ども１１０番の家の充実、また防犯パトロールの充実、

そして防犯ブザーの給付等の制度を継続してまいります。また、ほかの施策につきましても、

関係各課と相互に連携しまして、子どもたちの安全・防災対策などの取組を推進してまいりま
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す。 
次に７ページをご覧ください。（２２）学校施設の安全対策の推進でございます。具体的な取

組といたしまして、小・中学校のトイレの改修、また特別教室の空調整備、小・中学校の非構

造部材耐震化の推進、屋上防水および外壁改修を進めてまいります。また、学校のプールの民

営施設の活用につきまして推進してまいりたいと考えております。 
教育総務課からは以上です。 

【学務課長（榎戸）】 学務課からは、３ページ（９）特別支援教育の推進ということで、以下

にあります８点につきまして取組を強化していきたいと考えております。 
また、次の４ページにございますが、（１１）小・中学校における一貫教育の推進のうちの②

成木小学校・第七中学校小規模特別認定校制度の継続ということで、こちらにつきましても継

続に向けた取組をしていきたいと考えております。具体的には通学手段・安全の確保といった

ことで、スクールバス等についても必要に応じて運行ルートなどを学校と相談して進めてまい

りたいと考えております。 
続きまして、６ページ（１９）安全・安心な学校づくりの推進の①の一番下ですが、登下校

区域防犯設備整備事業による防犯カメラの整備ということで、小学校の登下校区域の中に防犯

カメラを設置整備し、安全・安心に努めてまいります。 
学務課からは以上でございます。 

【教育指導担当主幹（梶井）】 指導室につきましては、初めに１ページをご覧ください。（１）

人権教育の推進、（２）心の教育の推進につきましては、引き続き継続して重点的に取り組んで

まいります。 
（３）健全育成の推進におきましては、①のいじめ総合対策の中で、中学校区を中心とした

いじめ撲滅への取組、また新型コロナウイルス感染症等による偏見、差別、いじめの防止とい

ったところについては、来年度新たに進めてまいるところでございます。 
２ページをご覧ください。③各学校における不登校対策の推進におきましては、３点目にＩ

ＣＴによるつながりを重視した不登校対策の充実というところを新たにつけ加えております。 
続きまして、（４）地域に根ざした郷土愛をはぐくむ教育の推進につきましては、引き続き「青

梅学」を充実させていく取組を進めてまいります。 
（５）学力の向上につきましても、これまでどおり、校長による学力向上推進プランの作成・

活用という形での学力向上施策を中心に進めてまいりたいと考えております。 
（６）体力の向上の推進につきましても、継続してまいります。 
３ページ、（７）国際理解教育の推進におきましては、今現在、オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の観戦につきましても引き続き東京都の方からお話はきておりますので、そこは文

言としては入れさせていただいているところでございます。 
また、（８）情報教育の推進につきましては、ＩＣＴの環境が整うことから、学力向上に資す

るＩＣＴ機器やデジタル教材の活用について中心に進めてまいるというところで記載をしてお
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ります。 
４ページ、（１０）教育相談機能の充実のところも、新型コロナウイルスに関係して、⑥新型

コロナウイルスに感染症による不安等についても丁寧に対応していく必要がありますので、記

載しております。 
（１１）小・中学校における一貫教育の推進につきましても、継続してまいります。 
６ページ、（１８）社会に開かれた学校づくりの推進につきましても、コミュニティスクール

を検討していく段階でございますので、こちらについてもつけ加えております。 
７ページ、（２１）学校における働き方改革の取組につきましても、スクール・サポート・ス

タッフ等を継続しながら進めていくとしております。 
以上です。 

【学校給食センター所長（渡部）】 学校給食センターでは、これまでも給食センターの一本化

で根ヶ布調理場の休止や米飯給食を主に置き換えていく。また、今年度については瓶牛乳と公

会計の導入などを進めてまいりました。来年度につきましては、７ページをご覧ください。  

（２０）の生活習慣に関する指導の充実の②食に関する指導の推進ということで、昨年度栄養

指導係を新たに設置しております。本年度はコロナで学校への訪問が難しい状況ではありまし

たけれども、学校訪問を通じた栄養士による食指導の実施を充実してまいりたいと考えており

ます。 
もう一つ、こちらは大きいところになるんですが、学校施設整備基本計画にもとづいた新共

同調理場整備を、今年度も含めてですけれども具体的に来年度以降、推進してまいる所存であ

ります。 
以上であります。 

【社会教育課長（和田）】 社会教育課につきましては、来年度につきましては、引き続き予算

が厳しい中、またコロナ禍で中止等も考えながら、施策をしていきたいというふうに考えてお

ります。 
実際の内容的には、４ページ（１２）生涯学習の推進、次のページの（１３）青少年の体験

活動の充実、（１４）家庭教育への支援、（１５）社会教育施設の環境整備、（１６）図書館事業

の推進、（１７）文化・芸術活動の推進につきましては次のページの⑤と⑥、（１９）安全・安

心な学校づくりの推進の②放課後子ども教室推進事業の全小学校実施、これらの施策について、

効率的に効果的に実施してまいりたいと考えています。 
以上です。 

【文化課長（北村）】 文化課につきましては、５ページ（１７）文化・芸術活動の推進の具体

的な取組の①から④になります。②の郷土博物館企画展につきましては、青梅市制７０周年記

念展として、青梅市が誕生したころの歴史について、博物館所蔵の資料を中心に開催したいと

考えております。そのほか３本の展覧会を予定しております。 
また、③としましては、青梅市新町にございます東京都指定有形文化財「旧吉野家住宅」の
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屋根がだいぶ傷んでおりまして、来年、再来年と２カ年事業の計画で、その１年目として屋根

の葺き替え修理を予定しております。 
④吉川英治記念館の積極的運営につきましては、今年開館をしましたが、定期的な展示替え

という形で、リピーター対策ということもありますので、年４回の季節展示や、地元団体との

連携事業の実施にも取り組んでいきたいと考えております。 
説明は以上です。 

【美術担当主幹（田島）】 ６ページ①は美術館の事業でして、来年は、今年できなかった春先

の「明治水彩の隠れた巨匠－五百城文哉作品展」をスライドして実施ということを予定してお

ります。加えて、来年が青梅信用金庫創立１００周年ということで、秋に、あちらが所蔵され

ている４６点ぐらいの作品を展示する展覧会を、特別展としてもう１本予定しております。そ

の他に企画展を１本ぐらいやって、１年間を通じて展覧会を一応今のところ行う予定でおりま

す。 
今年は中止しましたけれども、来年に関しましては小学校造形展を１月の末の予定に組み込

んでおります。 
以上です。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（大野）】 ２点あります。 
１点目は、わからないので教えてほしいんですけれども、５ページの（１６）⑤社会教育課

による青梅分館の施設管理というのは、具体的にはどういうことなのかなということ。青梅分

館というのはそもそも、昔の青梅図書館があったところですか。そういうことも含めてちょっ

と教えてもらいたい。 
それから、２点目なんですけど、新たに行うことはこの中に入っていてよくわかりましたけ

ど、逆にスクラップ＆ビルドといくならば、ビルドは多少これで見えましたけど、スクラップ

の面でなくしたもの、もしくは大幅に縮減したものなどありましたら、教えていただければと

思います。 
【社会教育課長（和田）】 ご指摘のありました（１６）図書館事業の推進の⑤青梅分館の施設

管理でございます。以前は青梅市民センターと併設で青梅図書館分館があったんですが、今は

青梅市民センターはネッツたまぐーセンターに移動になっておりまして、青梅の図書館は図書

館機能だけが残っていると。そこの施設管理については、指定管理では行っておりませんで、

社会教育課が施設に関しては管理をしているということで、引き続きやっていくというところ

でございます。 
【教育長（岡田）】 スクラップ＆ビルドの関係はどなたかありますか。 
【文化課長（北村）】 ５ページから６ページにかけて、（１７）文化・芸術活動の推進のとこ

ろの具体的な取組に入りますが、まるごとアート支援事業は補助要綱が今年度で３年目の終期
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を迎えているので、廃止に向けて検討しているところです。この件につきましては、代替事業

についても、関係する部署との絡みがあり、調整しているところで、また具体的な話が出まし

たら改めてご報告させていただきたいと思っております。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 ２ページ（６）体力の向上の推進のところで、中学校の陸上大

会が来年度以降は削除させていただいているところでございます。駅伝大会は開催いたします

が、陸上大会についてはなくすというところで、こちらには記載をしておりません。 
【教育長（岡田）】 いつも７月にあきる野でやっていまして、夏休み直前のものが、時期的な

ものも含めて中学校の校長会の方で見送っていこうというような結論になっています。 
【委員（大野）】 来年度だけですか。 
【教育長（岡田）】 もうずっとです。それにかわる記録的なものは各校でやったものでやるの

かな。ほかにございますか。 
【委員（稲葉）】 ６ページの一番上の具体的な取組の④「旧吉野家住宅」の屋根葺き替えとい

うところですが、いつも青梅街道を通ったときに、あそこは駐車場も広くていいお家があるの

にもかかわらず何のイベントもしていないなという感じがあります。これは指定有形文化財に

はなっているんですけれど、あそこで例えば昔遊びをやるとか。駐車場も草ぼうぼうだったり

していますが、屋根の葺き替えというのも滅多にないイベントなので、そこを起点にして、あ

の文化財を子どもたちや地域の人たちに広めて、何かイベントを定期的に開けるような形で利

用・活用できるような計画はないかなと、いつも通るたびに思うんです。この葺き替えイベン

トを中心に、何か計画的に考えてみたらと思います。滅多に見られません、葺き替えなんて。

その辺のところは何かないかなと。 
もう一つ、これは教育予算（案）ということですので。人権の推進というところで、いろい

ろな学校での人権の取組の特別授業とか、ＰＴＡ主催の研修会があって参加させていただいて

いるんですけど、このコロナ禍でマスクで育った子どもたちがどんな心理状況になるかという

のは、この先見えてこない。これから２年、３年、５年くらいにこの心理状況が出てくること

を考えると、いじめとか虐待とか今の状態よりもっと増えることが懸念されています。ぜひこ

こで学校教育の道徳教育だけではなくて、具体的に子どもたちが自分の人権を守れるようなワ

ークショップの予算をあげていただければいいかなと思うんです。ＣＡＰのことなんですけど、

全校にというのはたぶん予算的に無理かもしれませんけど、小学校１７校ある中で、例えば５

校くらいの予算をとっておいて、手を挙げてもらって、その小学校で開催していただく。一番

重要なのは、大人たちの取り組み方、大人ワークが、地域的な子どもたちの見守りに効果的な

ので、そこはとても大事かなと思います。一昨年、友田小学校で全校生徒に受けていただいて、

地域の方にも受けていただいて、地域の方がこれは絶対必要だということで称賛していただい

ています。そこは本当に微々たる予算かもしれませんけれども、具体的にとっていただいて、

前向きに考えていただければいいのかなと思っています。 
以上、意見です。 
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【教育長（岡田）】 まず最初に吉野家の件について。 
【文化課長（北村）】 今稲葉委員がおっしゃいました、吉野家住宅の屋根の葺き替え修理事業

について、今回、この修理事業を行うにあたりまして、市の方では文化財保護審議会委員や地

元の住民の方にも入っていただき、旧吉野家住宅保存活用計画というものを策定して、その中

で活用計画というところがあります。その主な内容としましては、新町で使用された生活民具

や新田開拓に関する資料を展示する見るイベントや、昔の暮らしの道具体験などを行う体験す

るイベントの実施、また検討事項になりますが、敷地内や屋内で飲食等のできるスペースの設

置についてといったところも検討しております。ただ、こういったものを行うにあたりまして

は、それぞれ東京都や保健所等のいろいろな協議が必要と思っております。そういったところ

は課題となっておりますが、吉野家住宅の活用については、今後具体的に内容を検討したいと

思っております。 
【教育長（岡田）】 人権教育というか、コロナ対策も含めた検討の余地があるかどうか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 おっしゃるとおり、このコロナ禍の中で子どもたちの心身とも

にかなり負担があるというところは、本当に大きいかなというふうに思います。また人権教育

の推進については大きな課題でもありますし、重点的な部分でもございます。各学校でもさま

ざまな研修会を行っておりますし、その予算等についても確認をしながら、どのような形で人

権にかかわる研修であるとか、またワークショップ的なものができるかどうかというところは、

少し検討してまいりたいというふうに思います。ご意見承りました。 
【教育長（岡田）】 各年の新規拡充予算というのは、金額の多寡にかかわらず出せるので、例

えばコロナ禍における人権教育推進ということで予算要求してください。 
【委員（稲葉）】 その辺は、小学生、中学生を持っているお母さんよりも、乳幼児を持ってい

るお母さんたちがすごく危機感を感じていらっしゃって、マスク生活の中でこの子たちはどん

なふうに成長していくのかということは、いろいろな子育ての現場でかかわっている者から聞

くので、その子どもたちが成長していく過程で人権教育がとても大事になるかなと思っていま

す。よろしくお願いします。 
【教育長（岡田）】 ほかには予算編成の関係、いかがでしょうか。 
【委員（稲葉）】 ６ページ（１８）の①コミュニティスクールに向けた学校運営協議会設置の

検討というのは、具体的に青写真などできているのでしょうか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 まだ、こちらの具体的な話については全く進んでおらず、これ

からこういったものを立ち上げるための検討を進めていくという段階でございます。 
【教育長（岡田）】 一応方向としては、全国的にもかなりコミュニティスクールが増えてまい

りまして、青梅市はまだないわけなんですけど。具体的には小曾木地区で第七小学校と第六中

学校と一体としてのコミュニティスクール化について少し模索を、指導室長を通して両校の校

長先生にはお願いしているところであります。地域との連携が必要になってきますので、そこ

も含めてということで、小曾木地区を突破口にしようかなというのは、教育委員会の腹案とし
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ては持っています。 
【委員（大野）】 その件で、法令名は忘れましたけど、コミュニティスクールが学校運営協議

会に向けては確か努力義務になっていますよね。ですから、小曾木に限らず、たぶんこれから

先青梅市もよその自治体も、この学校運営協議会を設置すること、コミュニティスクール化し

ていくという流れでは、もう決められているんですよね。だから、小曾木をその突破口にして、

青梅市も全体に広めていくという方向性じゃないかなと思って、これを見ました。 
【教育長（岡田）】 東京都が各種施策を行うときに、コミュニティスクールを前提とした補助

金にシフトが変わってきそうな関係がありますので、コミュニティスクール化していかないと、

さまざまな学校に対する補助金に手を挙げられなくなる可能性があります。そこで、少しスピ

ードアップしなければいけないかなということで、そちらの方に向かわなきゃいけないかなと

思います。現在、青梅市の場合は学校運営連絡協議会という形で組織がありまして、教育委員

の方もおおむね学校運営協議会と同等なことを行っているんですが、学校運営協議会になりま

すと、教員の人事にかかわることも学校運営協議会の中で話題になるというところが大きな相

違点になりますので、そこをどうカバーしていくかというところで、これから進めていきたい

というふうに考えています。 
ほかにはよろしいですか。 
それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。 
本件を承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、令和３年度教育費予算の編成について（案）、

は承認されました。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 

２ 学校訪問の訪問校グループ変更について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。学校訪問の訪問校グループ変更に

ついて、を説明いたします。 
【教育総務課長（布田）】 それでは、学校訪問の訪問校グループ変更についてご説明いたしま

す。資料の２をご覧ください。 
変更の理由でありますが、これまで学校設置順で分けられ、隔年で訪問していた学校訪問の

グループについて、小中一貫校を同一年度（同一日）で訪問できるよう訪問グループを変更し

ようとするものでございます。 
２、変更の内容の変更前をご覧ください。直近でいいますと、前年度変更前のＡグループ、

本年度変更前のＢグループで学校を訪問しまして、グループ内の組み合わせにつきましては、

なるべく小中一貫校を同一日に訪問できるよう学校と調整して訪問してまいりました。 
まず一番わかりやすいのが、成木小学校と第七中学校でございます。こちらは小学校と中学

校がほぼ同数になるよう学校設置順で単純にグループが分けられていることから、成木小学校
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と第七中学校が違うグループになりまして、異なる年度に学校訪問をしてきたところでござい

ます。前年度に成木小学校、今年度に第七中学校訪問となりました。 
次に、中学校に視点を置きまして、第二中学校をご覧ください。Ａグループになります。第

二中学校は第二小学校からの進学が大半を占めておりまして、グループも同じＡグループであ

ることから、同じ日に訪問したいところでございますが、第二小学校につきましては大規模な

小学校で学級数も多く、授業参観を行うのに通常２時限のところを３時限分の授業参観を行う

ため、時間的に同じ日に中学校も訪問することが難しいので、第二小学校につきましては単独

で学校訪問をしてございます。 
一方で、第二中学校が進学先となります小学校は、第二小学校のほかにもう一校、友田小学

校がございます。この友田小学校につきましては大規模校ではございませんので、第二中学校

と組み合わせるのに都合がよいのですが、Ｂグループであるため、これまで第二中学校とは違

う年度で訪問をしてきたところでございます。 
第三中学校の組み合わせも同様でございます。第三中学校の大半が第三小学校からとなりま

すが、第三小学校は大規模校でありますので、単独の訪問をいたしております。しかし、第三

中学校を進学先とするもう一方の今井小学校につきましては、第三中学校と異なるＢグループ

であるため、同じ年度に訪問することができておりません。 
実際に前年度の実績でいいますと、第二中学校は第五小学校と同一日、第三中学校は第四小

学校と同一日、本年度の実績でいいますと、第七中学校は今井小学校と同一日といったように、

小中一貫校と異なる学校を訪問してございます。 
こういった状況を改善いたしまして、小中一貫校の対象となる学校を同じグループといたし

まして、同一年度、できれば同じ日に訪問できるよう、グループを変更しようとするものでご

ざいます。 
Ａグループの第一小学校、第四小学校、第一中学校の３校と、Ｂグループの友田小学校、今

井小学校、第七中学校の３校を入れ替えることで、小中一貫校を同一年度で訪問できるように

なるところでございます。 
これは４のその他にも記載してございますが、少子化が進みまして、単独で実施している大

規模小学校４校（第二小学校、第三小学校、新町小学校、若草小学校）が中規模に縮小いたし

ましても、進学中学校が同一グループになるよう配置されておりまして、また別紙の進学校一

覧のとおり、第四小学校と若草小学校のように複数の中学校に進学される小学校も、変更後は

同じグループになります。 
この変更したグループで令和３年度から学校訪問を実施していこうというものでございます。 
説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（大野）】 大変いい案だと思います。ということは、今年はＢをしたので、来年はＡに
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なると、第一小学校、第四小学校、第一中学校は２年続けてあいちゃうということですね。そ

れは仕方がないと思いますけど。こんないいアイデアは、どなたからどういう経過で出てきた

んですか。 
【教育総務課長（布田）】 事務局の方がいろいろ配慮していただきまして、このような形に組

み合わせていただきました。 
【教育長（岡田）】 冒頭、教育指導担当主幹のあいさつの中にありましたけれども、我々が学

校訪問しているグループ以外のグループについて、室長、主幹、教育指導主事等５名で回って

いますので、必ず教育委員会の訪問は教育委員の訪問をしていないところは指導室訪問という

形でしております。 
あと、過渡期的になるとすれば、第一小学校、第四小学校、第一中学校は本当は令和４年だ

けど令和３年も行って、３年続けて行く手もありますけど、それは我々の負担も大きくなるの

で、第一小学校、第四小学校、第一中学校については来年は指導室訪問という形でフォローす

ると。この２つのグループで見直すという形で、皆様よろしいでしょうか。 
ほかにはよろしいですか。 
それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。 
本件を承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、学校訪問の訪問校グループ変更について、

は承認されました。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 

３ 青梅市外国籍児童・生徒日本語指導員配置要綱の制定について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市外国籍児童・生徒日本語指

導員配置要綱の制定について、を説明いたします。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 それでは、協議資料３をご覧ください。青梅市外国籍児童・生

徒日本語指導員配置要綱の制定についてです。 
１、制定の理由です。日本語の指導を必要とする外国籍児童および生徒が在籍する青梅市立

小・中学校に、児童等の母国語を使用できる日本語指導員の配置を行うことに関し、必要な事

項を定めることを目的とし、本要綱を制定しようとするものでございます。 
それでは、１枚おめくりいただきまして、要綱をご覧いただければと思います。 
目的につきましては、先ほどの制定の理由と同じでございます。 
２の配置基準でございます。配置基準は（１）から（３）までございます。基礎的な日本語

適応能力を有しない児童等、基礎的な日本語適応能力は有するが、専門的語意の理解が困難な

児童等、そしてその他委員会が指導員の配置を必要と認める児童等でございます。 
３の指導員の職務でございます。（１）から（５）までございます。主に児童または保護者へ

の通訳、そして担任等との間に入っていただきましての援助、助言等になります。また、必要
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に応じては教科の学習に対しての指導、翻訳に関することも行うことになります。 
４の配置の申請につきましては、学校長が申請をすることになります。２枚おめくりいただ

きますと、様式第１号の申請書をつけております。 
戻りまして、５の配置決定でございますが、こちらにつきましても教育委員会の方で、学校

長からの申請があった場合におきまして検討し、配置を決定するものでございます。決定の通

知書は、様式第２号により通知することとします。 
６の配置の期間でございます。指導員を配置する期間は、配置を開始した日から６月間とし

ております。ただし、必要に応じて短縮する場合もございます。そのほか、延長も可能という

ことで、こちらに記載のとおりでございます。 
７の報告につきましては、学校長から月ごとに実績書を様式第３号によって報告、提出して

いただくというものでございます。また、その期間が終了しましたら、様式第４号によりまし

て、終了の報告をしていただくことになります。 
８の指導員の委嘱につきましては、記載をさせていただいたとおりでございます。 
９の服務につきましても、（１）（２）に記載のとおりでございます。 
１０の勤務日数です。指導員の勤務日および勤務時間につきましては、１週間に２日、１日

２時間の範囲内で、学校長と指導員が協議して決定するものでございます。ですので、先ほど

ございましたが、１週間に２日、１日２時間で６カ月程度というのがおおむねの目安となって

います。 
１１の報償金、１２の災害補償、１３の委任、１４の実施期日等につきましては、記載のと

おりでございます。 
説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（大野）】 この配置要綱の中には、保護者の承諾とか同意に関することが書かれてない

ような気がするんですが、そういうものは必要ではないんですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 こちらについては学校長が申請するものでして、保護者と相談

をした上で学校長が申請するというところで、特に保護者の承諾をいただくというふうにはし

ておりません。 
【委員（大野）】 大体どの保護者も喜んでくれると思うんですけれども、ことによったら授業

をしている時間に日本語指導で個別指導などをすることもあると思います。そういうときには、

その子の通常の教育を受ける権利を侵害することになるのでね。きちんとした意味では、やは

り保護者から、お願いしますとか、校長先生が承諾をいただくようなことでもいいんですけど、

あとのトラブルを考えたら、そういうものがあってもいいんじゃないかなと、私は個人的には

思います。 
【教育長（岡田）】 そうですね、保護者から学校長への同意書、それにもとづいて学校長が教
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育委員会に配置申請をするという２段階がいいのか、保護者から直接教育委員会へがいいのか、

学校長がいいのか。それを含めて、法務担当もいますので、そこは主幹に確認して、どういう

形がいいか。何らかのものをとって、安心して学校も教育委員会も後々トラブルがないように、

初めから希望した上でということで進めれば、よりいいかと思います。そのように加えたいと

思います。 
ほかにご意見、ご質問ありますか。 

【委員（稲葉）】 とてもうれしいです、こういう配置をしていただくのは。でも、１週間に２

日で１日２時間程度ですね。私の見た小平市の現場のサポートは、授業中にちゃんとその子の

横について、授業を受けながら、それを原語で伝えていくということをされていました。１週

間に２日で１日２時間となると、そういう形で入るのか、または大野委員のおっしゃるように

全然違う時間帯でその授業を抜けて言語指導をするのかというところでは、ずいぶん大きな差

があると思うんです。その辺はどんな感じでサポートされるんでしょうか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 イメージとしましては、そのお子さんの実態に応じて個別に日

本語指導が必要であれば日本語指導をすることもありますし、一般的に稲葉委員がおっしゃっ

たように、学習の中で横に座って通訳をしながら進めるということも、お子さんの実態に応じ

て考えたいと思っております。 
【教育長（岡田）】 教室で一緒の場合もあるし、別室でマンツーマンの場合もあるということ

ですよね。 
【委員（榎本）】 今青梅では、たぶん英語とかは問題ないと思うんですけど、特殊な言葉が必

要な児童がいるのかということと、またそういう言葉をしゃべる人だと、なかなか見つけてく

るのも大変だと思うんです。そういうことに対して都とか国で何か援助というか補助みたいな

ものはあるのでしょうか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 まず、どのような母語のお子さんがいるかということですけれ

ども、今年度学校で行った調査でありますが、必要だと学校の方でとらえているお子さんの数

が、小学校で９人、中学校で２人です。その中で、中国語の方、フィリピン語の方、ポルトガ

ル語の方、その他ということでウクライナ語、ロシア語、シンハラ語といってスリランカの言

葉だそうですが、そういうふうな結果が一応出ております。この方々は基本的には通常の学級

の中で授業を受け、そして学校が少し放課後等に教科の補習的なことでかかわってフォローし

ていくという実態がございます。実際には、本市におきましては、適応指導教室で日本語学級

の講師としていらっしゃる先生が、英語、スペイン語、中国語についてはご堪能と聞いており

ますが、それ以外はやはりこちちの方で、例えば国際理解教育等の言葉の方といったところに

問い合わせをするとか、もしくは保護者の方とか地域の方のコミュニティの中で推薦していた

だいて、その方を配置していくというような形を考えております。 
【教育長（岡田）】 広報等でも周知してみたらどうですかね。 
【委員（百合）】 例えば兄弟で同じ学校にいて、授業の時間にサポートが必要な子がいた場合
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は、その学校に２人入ったりということもできるということですか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 そういった方がもしいれば、それは可能かなと思います。 
【委員（大野）】 今の外国語を聞くと、なかなか市内だけで手配できないと思うんです。例え

ば東京都が人材派遣の財団を立ち上げましたね。ああいうところで紹介してもらうにしても、

よその市にお住まいの方ですと、報償金だけでは来てくれないかもしれないですね。つまり、

せめて交通費とか、そういうところはどうにかなるものでしょうか。やはり交通費って決めて

おかないと出ないのかな。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 やはり時間単位でお支払いする形で、交通費等については特に

現在予算としてはとっているわけではございませんで、難しいところが実際にはあるかと思い

ます。近隣市の福生、羽村、あきる野等はそういった通訳制度の実施は進んでおりますので、

そういったところの情報もいただきながら進めていければというふうに考えております。 
【委員（大野）】 そういうところの情報を得ながら、私も素人でよくわからないけれども、こ

とによったら交通費なども必要なものは支給するみたいなことを入れておいて、多少の予算を

その分で少しとっておくと、後で融通がきくんじゃないんでしょうか、人材を探すのに。 
【教育長（岡田）】 立川まで２９０円でしたか。片道３００円ぐらいかな、交通費とすると。

立川くらいまでの往復分を上乗せするかどうかは、また財政課とも調整すればいいかなと思い

ます。そこは課題ですね。 
ほかにはいかがでしょうか。 
よろしいですか。 
それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。 
本件を承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市外国籍児童・生徒日本語指導員配置

要綱の制定について、は承認されました。 
┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄ 

４ 令和２年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。令和２年度青梅市教育委員会伝統

文化奨励表彰について、を説明いたします。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 それでは、協議資料４をご覧ください。令和２年度の青梅市教

育委員会伝統文化奨励表彰審査の結果について、ご説明させていただきます。 
推薦者数が４６名、これはすべて校長先生から推薦していただいた数でございます。 
審査の考え方につきましては、（１）から（３）までのとおりでございます。 
３の審査結果でございますが、４６名のうち表彰不可と判断したものにつきまして、まず継

続年数が３年以下であった方が１名、そして過去に同じもので受賞歴があった方が７名、そし

て青梅市以外での活動がありました方が１名、結果としましては表彰予定者を３７名としてお
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ります。 
４の表彰の考え方ですが、例年でしたら１２月の主張大会のときに皆様から表彰していただ

くところでございますが、本年度につきましては、各学校で校長先生の方から表彰していただ

くというふうに考えております。 
記念品につきましては、昨年と同様でございます。 
説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご賛同賜りますようお願いいたします。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 
【委員（大野）】 数字ではわかりましたけれども、表彰を受ける子どものお名前とか、そうい

うリストを、後ほどでも結構ですけれどもつけていただけますか。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 お渡しさせていただきます。申しわけございませんでした。 
【教育長（岡田）】 この青梅市以外の活動というのは、具体的にどんな活動だったんですか。

第五小学校の子かな。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 この方につきましては、和太鼓で推薦していただいた方なんで

すけれども、主な活動場所が青梅市もありましたけれども青梅市以外のところでのホール等で

の発表会といったところがありましたので、今回については表彰の対象としないというふうに

判断させていただきました。 
【教育長（岡田）】 市内の伝統文化の継承者という位置づけでしたか、そもそも。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 市内での活動、また地域等への貢献等ということで、審議させ

ていただいたところです。 
【委員（稲葉）】 記念品は昨年同様に盾とするというのがあるんですけど、伝承文化の奨励な

ので、ぜひぜひ青梅の伝統につながるような、普通のプラスチックのものではなくて、例えば

青梅のスギを使うとか、そんな感じで盾を差し上げればいいと思うんですけど、どうなんでし

ょうか。 
【教育長（岡田）】 去年はキャラクターのものですね。 
【学校給食センター所長（渡部）】 給食センターのキャラクターを募集して、１年目がキャラ

クターの入選作品、２年目が今度は名称という形で募集させていただいたんですけれども、そ

のときは青梅市の間伐材を使ってそれにレーザー加工をしたという形で、キャラクターの名前

を刷り込んだ盾を贈らせていただきました。ただ、人数の方も限られているということもあり

まして、一つ１万円近くかかりましたので、けっこう高額になってしまったと。今回は大勢の

方にお配りしますので、これだけ大勢だとなかなかその予算というのも、今までのことを考え

ると厳しいのかもしれません。給食センターは今回１回で終わりということでしたので、やは

り記念に残るという意味でそういうふうにさせていただいた実績はございます。 
【委員（稲葉）】 今、森林のところでちょっとかかわっているんですけど、青梅の間伐材を使

った何かをというふうにして、関係者にこれぐらいの値段でといってつくることはできるかと
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思うんです。 
【教育長（岡田）】 時間があれば、このぐらいでという形でね。ただ今年度は、もうすでに発

注済みなのかな。 
【教育指導担当主幹（梶井）】 はい。今年はちょっと、なかなか難しいかもしれません。 
【教育長（岡田）】 では、次年度以降の課題として、例えば市内に青梅林研とかいろいろある

けど、そういうところで、予算が決まっていればこの範囲内でどんなものができるか、逆にそ

ういうのをあらかじめ年度初めに聞いておいて検討してもらえればと思います。そういう形で、

稲葉委員よろしいでしょうか。 
【委員（稲葉）】 はい、よろしくお願いします。 
【教育長（岡田）】 では、次の課題ということで。 
ほかにはよろしいでしょうか。 
それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。 
本件を承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、令和２年度青梅市教育委員会伝統文化奨励

表彰について、は承認されました。 
────────────────────────────────────────── 
【教育長（岡田）】 以上で予定された案件についてはすべて終了いたしました。 
その他、何かありますか。 
よろしいでしょうか。 

────────────────────────────────────────── 
【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程につい教育総務課長から説明いたします。 
【教育総務課長（布田）】 それでは、今後の日程について資料にもとづきましてご説明させて

いただきます。 
１２月５日（土）小・中学生の主張大会が、ネッツたまぐーセンターで開催されます。 
来年になりますが、１月１１日（月・祝）令和３年青梅市成人式が住友金属鉱山アリーナ青

梅にて開催されます。 
１月１３日（水）第１０回教育委員会定例会が教育委員会会議室にて開催される予定となっ

ております。 
説明は以上です。 

────────────────────────────────────────── 
日程第５ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。お疲れさまで

した。 
────────────────────────────────────────── 
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午後３時４２分 閉会 
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